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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

建設機械施工協会（JCMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業

規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。 

これによって，JIS A 8311:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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Earth-moving machinery-Operator's field of view- 

Test method and performance criteria 

 

序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された ISO 5006 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，機械周囲の長方形境界上及び半径 12 m の視界測定円（VTC）上での運転員の視界を測定

及び評価する静的測定方法について規定する。 

この規格は，着座運転席をもち，施工現場での作業及び公道走行を意図した，JIS A 8308 で規定する土

工機械に適用する。この規格は，表 1 に記載した機種ごとに，JIS A 8320 に従って最大運転質量までの機

械の視界性能基準を規定する。大形機械，派生土工機械及びほかの形式の土工機械を含め，表 1 に記載さ

れていない機械に対しては，10.4 に規定するリスクアセスメント手順と併せて視界測定方法を適用できる。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 5006:2017，Earth-moving machinery－Operator's field of view－Test method and performance 

criteria（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 8308 土工機械－基本機種－用語 

注記 対応国際規格：ISO 6165，Earth-moving machinery－Basic types－Identification and terms and 

definitions 

JIS A 8315 土工機械－運転員の身体寸法及び運転員周囲の最小空間 

注記 対応国際規格：ISO 3411，Earth-moving machinery－Physical dimensions of operators and 

minimum operator space envelope 

JIS A 8318 土工機械－座席基準点（SIP） 

注記 対応国際規格：ISO 5353，Earth-moving machinery, and tractors and machinery for agriculture and 

forestry－Seat index point 

JIS A 8320 土工機械－機械全体，作業装置及び構成部品の質量測定方法 


